
1

        

教育的価値

死者 対  悼  地域 悲    怒   理解 継承

戦友会     違  

細菌戦 加害 被害 被害者 理解     

    流行 仕組 

    防疫状況

家族 親族被害

流行時 恐怖 治療     死亡率   以上

残   者 生活

被害 死  受    感情 記憶

自然流行 思     細菌戦    

街 村 被害

環境汚染

裁判 起    決意  

裁判 結果 日本政府 対応

裁判  後

戦史的状況 把握

細菌戦

          細菌戦

            細菌戦  

 農安 大賚細菌戦

 農安細菌戦

 寧波細菌戦

衢州細菌戦    一緒

     部隊 杭州     他

     金華細菌戦

     常徳細菌戦     浙贛細菌戦 浙贛作戦終了後細菌戦 行 

 衢州細菌戦 浙贛細菌戦衢州 江山 常山 東陽 雲和 省略 

 麗水細菌戦  四路口  伝播  義烏  伝播

 廣信 廣豊 玉山細菌戦

        月 広東南石頭細菌戦 香港難民      菌

    山東   作戦 省略 

細菌戦部隊 始  

陸軍軍医学校防疫研究室

        陸軍軍医学校内 防疫研究室 防研  梶塚隆二 主幹   設立

    夏 満州   調査

    研究棟完成 東郷部隊 
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【陳 述 書 天野 良治】

二 私が昭和一六年四月末から昭和一八年六月末まで配属されていた陸軍軍医学校防疫研究室のことについてお

話致します。

陸軍軍医学校防疫研究室は、陸軍軍医学校と陸軍参謀本部の両方から指揮、命令を受けていました。図にすれ

ぱ別紙一のとおりとなります。陸軍軍医学校防疫研究室というのが、陸軍軍医学校の指揮系統の呼び名であり、

陸軍防疫給水部というのが、陸軍参謀本部の指揮系統の呼ぴ名なのです。実際、陸軍軍医学校防疫研究室（陸軍

防疫給水部）の敷地の門には「防疫研究室」の看板が、事務棟の入口には「陸軍防疫給水部」の看板が掲げられ

ていました。また、たとえば、陸軍防疫

給水部（陸軍軍医学校防疫研究室）の内

藤や橋本は、陸軍軍医学校の教官も兼務

していました。

防疫研究室には、一研から一七研まであ

りました。「研」とは、簡単に言えぱ班の

ことで、一七の部門に分かれていました。

私は、それらの班とは別の経理部に所属

し、経理部六名の中では、Ｎ０２の立場

にありました。秋葉主計中尉（当時）が

経理部の責任者で、そのほか久米、植草

という方がいらっしゃったのを覚えてい

ます。

防疫研究室には、人員が三〇〇人くらい

いました。三分の一が軍人で三分の二が

軍属でした。また、丁種学生（防疫給水

部配属の下士官、軍曹や曹長）が防疫研

究室の敷地内の兵舎に泊まっていました。

当時、石井四郎は少将で、防疫研究室

の責任者でした。「隊長」と呼ばれていま

した

三 次に、防疫研究室の行っていた活動

について、私の分かる範囲でお話致しま

す。

主計をしていたので、研究内容につい

てはわかりません。しかし、陸軍防疫給

水部（陸軍軍医学校防疫研究室）が、前

線の各陸軍部隊の防疫給水部（第七三一

部隊等）を指揮しており、その指揮・命令の内容が細菌戦等の攻撃面にあったこと、現地部隊ではそのための人

体実験等を行っていたことは、間違いのない事実だと思います。防疫給水部は、中国で生体実験などを繰り広げ

た第七三一部隊などの現地部隊の総本山であり、中枢でした。防疫研究室には、事務棟（別紙二図面の①）、研究

棟（別紙二図面の②）、実験用の動物舎（別紙二図面の③）、丁種学生の兵舎（別紙図面二の④）がありました。

防疫研究室の敷地内には憲兵がおり、研究内容等については、外部からはわからないようになっていました。防

疫研究室の方から軍医学校の敷地に行くのはほぼ自由でしたが、軍医学校側から防疫研究室の敷地に入るのは困

難でした。事務棟には、石井四郎、内藤良一、井上等がいました。私は事務棟の隣の別棟の事務室にいました。
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満州   調査班

    年夏     防疫指導     陸軍省  石井等 防疫研究室員 派遣     昭和 年全満州 襲 

        調査及    菌  研究      活動 詳  記      調査班員 石井 班長   増田知貞 

技術雇員 石山金三 古本廣文    

    流行      年 月  日 広州 始   北上   月  日 上海  月  日 山海関  月  日 大連 

 月中旬以降    全満州 流行 拡大   患者総数    人 死者    人      正確 数 分     

北支某所 蔓延       明瞭 人為的 流行    満州各地     人為的 疑        調査班  

月 日東京 出発     菌   株 蒐集   月  日 帰国   
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報告書 人為的     新民   流行 自然流行  内容 併記      

石井 増田  事変業務従事者        間 満州  活動 確認       

石井四郎 1931.9.21 1932.8.7 1932.9.23 1933.9.29

増田知貞 1931.9.21 1932.8.7 1932.10.1 1932.12.24

石井四郎等 満州事変地出張期間 表    以下       

石井四郎 1932.8.11 9.19 1933.9.30 1934.3.31

増田知貞 1932.8.9 9.6

北川正隆 1932.8.9 1934.3.31

北條圓了 1933.3.30 1934.3.31

渡邊廉 1933.10.3 1934.3.31

西村英二 1933.10.10 1934.3.31

白川初太郎 1934.1.3 3.31

「[満州]事変業務従事者人名簿」（『陸軍軍医学校五十年史』）

石井 業務援助     

嘱託 名 雇員 名 傭人

  名 満州 出張    

  満州   調査 関係 

     関   不明 

    平房 関防給 設立          其 準備 為昭和  年設立準備委員     陸軍病院 隣 建

物 建 昭和  年現在 体制 移    増田知貞訊問録 

    関東軍防疫部

        関東軍防疫給水部

    北京 北支那防疫給水部 甲    部隊

    南京 中支那防疫給水部 栄    部隊 多摩部隊

    広東 南支那防疫給水部 波    部隊

          南方軍防疫給水部 岡    部隊

       部隊 本部 満州第   部隊 関東軍防疫給水部全体 

      関東軍防疫給水部全体 満州第     部隊

    本部 満州第     部隊

    牡丹江支部 満州第     部隊

林口支部 満州第     部

孫呉支部 満州第     部隊

    支部 満州第     部隊

大連支部 接収     
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黒沢部隊   戦陣 夢  

 部隊 隊員   中国人 密偵 深 奥地 放     情報 集    時 細菌       民心 攪乱  

   諜報謀略活動 行        部隊 維持     師団司令部  軍事費 一部 支出          

自  努力    敵地  日本軍占領地帯内 物資 搬入     上海 杭州   主要都市   市場 処分

        得 莫大 利益    賄           軍規維持   千人  首 切         戦

犯第 号   処刑    
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   号  細菌戦  岩波講座     太平洋戦争   戦場 諸相  戦略爆撃  原爆  伊香俊哉 
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      感染   効果 罹患致死数 一次 第一次流行 二次 第二次流行 

    第一次感染者数   感染者総数     流行係数 廣信廣豊玉山           誤植
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      細菌戦

    年  月  同年 月      満州国      人民共和国  連 間 国境紛争    

部長以下   名 以 防疫給水部 編成給水活動 細菌戦 井上軍医大尉以下数  名 犠牲者     

 防疫研究報告     感状 授与    

https://ja.wikipedia.org/wiki/æº�å·�å�½
https://ja.wikipedia.org/wiki/ã�¢ã�³ã�´ã�«äººæ°�å�±å��å�½
https://ja.wikipedia.org/wiki/ç´�äº�
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     年        細菌戦     確  証拠      

戦後 元隊員  富士高女関係者 店 現  細菌戦     告   

民間 流行

 月 日発生 民間 患者     人 推定               全貌 調査研究  報告書 見当   

  

市当局届 出  月  日     名 死亡   月  多数 患者発生

日本人   朝鮮人  満人 中国人       人  計    

 月中旬 女学校寄宿舎  余名 爆発的 流行 生徒  名 先生 名死亡

食事 生野菜 中華風   

    駐屯 軍隊内 流行

   部隊 不明 報告書 見当    

 月  日  以降 日間 約   名 患者

 月 日 患者   名 死亡率   

同一井戸  部隊    一夜漬  青菜  食  部隊 発生

   同 食事内容      

同部隊 野菜系統 同    北安部隊  発生

 月上旬 東齋街 中央市場 付近 満人 万   真 徹底  調査  某軍人

    市内南崗市場 道外東來市場 赤大根 葱 白菜     草 杓子菜     類似菌

 月 日 早川軍医 三棵樹 池水      菌 証明 流行菌 一致

症状 重篤激甚 菌 下条氏 第一菌型

患者 日本人 多  報告書 随所 計画的流行 適性行為等記述  連 暗示

   部隊     
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   菌 昭和 年背陰河 於 分離 本研究室所蔵 同種菌中最 

毒性強 菌株   現在 種混合    用菌株 使用中    

   

  中学生 満州敗戦日記 岩波    新書 

 陸軍軍医学校防疫研究報告 第 部 第   号 四種混合予防接種

液 改善 関  研究 第 報     菌 関  研究

陸軍軍医学校軍陣防疫学教室 主任 増田大佐 

陸軍軍医少佐 高橋傅 受付 昭和       

担任指導 陸軍軍医大佐 井上隆朝 陸軍軍医中佐 早川清 

 農安 大賚細菌戦  農安細菌戦

    年当時    部隊 細菌戦 実行

        未知 未解決 問題 多

     

少    三  問題 解明 向   

農安細菌戦 農安 大賚細菌戦 実施 

       農安 大賚   農安 県庁

所在地   分  流行実験 行   

     

 実際 人為的 流行 起        

流行地  細菌戦 効果 調査 

 従来 流行 程度 基  流行初期 使

用   最 効果 大   流行期間 於 

  目標 

気象及 従来 流行終息状況 応  多少

 効果      想定     

    流行地 中  市街地 農安県城  沙地草原起伏地帯 点在  農村 農安 大賚    異  環境下

     流行 比較        

     農安 大賚 地域 広大 農村地帯       追跡調査 一部地域   行    人口  万人の「農

安」は城壁で囲まれており、詳細な調査が可能であると考えたのではないか。

実際  高橋正彦    班班長    報告書 昭和  年農安及新京 発生       流行 就   陸軍軍医学

校防疫研究報告     農安 大賚      少    農安   膨大       分析        農安

  新京 伝播          同様 詳  調査 分析 行     

 人     感染 直接関   家住    種類 特定        

         実験
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    常在地 特徴 

 半砂漠 草原 点在

        鼠 生息

     発生

 月下旬  月上旬

     発生 鉄道  離  原野 中 散在

             処置方法 

 発生地  他部 都市 蔓延    防    主力

 田舎 駐在所 根拠地

 匪襲 警戒

  満人  家 宿泊

 防疫員 

 大車 荷馬車   石炭酸他消毒薬 噴霧器 蚤取粉 大  蒸籠 衣服 蚤取  消毒 

解剖器具 防毒衣

 警察官 共 騎馬 行動

 警察隊 警察官          教育

 匪賊情報 発生部落 大   考慮  編成

 部落民    防疫 必要性 説明  協力 要請

 検病検査

 患者 関係者 隔離 

 交通 遮断

 検病戸口調査  不在 追跡調査  隠    死者 患者 発見

他部落  逃亡者 伝播    防 
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検病調査 検診

 発生家屋 他  交通 遮断

 患者 容疑者      別棟 収容 

      時 別室 隔離 家族 十分注意 与  看護      

 発生部落 他 部落  交通 遮断  警察官 昼夜監視

 部落民     伝染経路 予防方法 説明

 予防注射除虫菊粉 撒布

 石炭酸消毒

 鼠 穴 炭酸     団子 入  穴 塞 

 防疫班 持参  新  服 着替 

 着   衣服 蒸籠 蒸  蚤虱 退治  

 死体 燃料 時間 余裕      焼却

 死体 多  場合 着衣 上  石炭酸 十分噴霧     位 深 穴 埋葬

 状況     発生家屋 焼却   住民 防疫 嫌 忌避 患者 死者 隠 

 後       焼却 避       

学生       活動

私 学生 時夏休 利用 満洲     来   決心  独乙 解剖学書     古本屋 売 払

  旅費 作 独 議然 大連 向   

新京 南嶺 大同学院 訪 四期 藤原 加藤 須藤先輩 会 満洲国 大理想 衛生対策 重要性 

  意義 吹 込   卒業   満洲 入   決心   

昭和十二年大同学院 出 民生部保健司 配属   防疫科勤務     川上六馬先生 霞科長 早

速   防疫 応援 派遣   前部旗    調査所 所長 加藤政司先輩 指導    如何  

  防疫業務 烈         知     

零下三十度 厳寒 我 防疫員 頭  足 先       白装束 身       長靴 除虫菊

 粉末 一  入     馬    発生地部落 検診 毎日             一軒一軒

       問診 検温 触診 版下 鼠撲部等 淋巴腺      予防接種      死亡者

 疎結  地下深 消毒薬 十分撒布  埋葬        大変 仕事    翌日行  昨日迄

穴掘  手伝     部落民  今日 自分 土深 埋    運命     

一度  部落     発生       全 死 町 化     死 運命    来  恐怖 

     部落全体 覆       恐怖    夜陰 乗  部落民 部落  逃  他 部落 

   込      又発生 又大防疫 始      防疫 後手位 被害甚大         

 一九四 年農安    流行 惨状 李継新

農安 防疫班 来 

七月十二日 防疫班 来    防疫班 新京  派遣       計五 六十人   中  日本人 朝鮮人 

半分 占     後   数 多    北関小学校 駐在       軽 重症者 隔離所 出来  当時 孔

子廟 小学校 敷地内    東側 軽症 隔離所  又 呼 名 健康隔離所 言   孔子廟 西  重症 

隔離所    病院 呼     防疫班 分   巡察班 検査班 医療班 化験班       南門外 二十一

小学校  臨時 隔離所 出来  当時 運動場小学校付近 住人李永生 家   車  当時 大板車 呼  

   九人 連行    臨時隔離所 死    七人  李鳳蓮 李鳳英   死        又 車 北関

校隔離所 運    城内 住民 隔離所 入    番号 登記   各人   番号 臨時 登記簿 戸籍  

    毎日列 作   番号 呼   検査 受   防疫班 険  目   連    住民 体温 測定  順

番 血液    体温 少 高   又 何 問題      者 重症隔離所 即刻送    重症隔離所又 病室

 入         死 意味   李鳳連   私 鬼 関門  這 出       姉李鳳英     二十一

歳 私 十五歳    姉 重症病室 運    泣 叫     私 名前 呼 続     鉄窓 私   隔 
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 何 見         私 外 泣  姉 中 叫            姉 泣 声 聞           

   姉 死体 運 出   来     言   重症隔離所  試験室     当時 洋風 瓦屋根 南 学生

教室  設       防疫班 毎朝九時  手術  始  毎回大体三 四時間行  夕方八時 又初      

窓 遮    中 人 行   来    悪魔 暗 陰 見        

    北関校   前後 大  門     車 前門  捕   人 入  後門  死体 引 出  恒興

東商店 牛車 六 月 間 百体    死体 農安東門外 荒 野 運   

十月 隔離所 入    人 数 最 多    李凌栄 当時 隔離所 大工       直接見     

一百六十余人 達        人 皆殺害      死 中  逃 出  生 延  事       僅  

百分 一 二       防疫班  疑    者     殺     彼  行  残酷 手段  実 腹 割 

 心    取     

八月二十一日 事  防疫班 県城内 漢方医趙守剛 阎徳礼 張俊九 邵殿挙   十余人 組織  北関校隔

離所  参観     隔離所 試験室 入      見        水槽 三体 死体 入       男性

 一体 女性 二体  女性 側面    腹部 切        東 窓 下   木製水槽   二体 腹部

 割   入       山羊   生   日本人 皿     漢方医             細菌    

 人 死      君   良 宣伝         

菫福林 当時北街    業 会社 開     十一月   朝 防疫班 車 隔離所 連  行    菫

福林    刑場 入       私 魂 抜             言   日本人 彼 孔子廟 階段 連 

    彼 鉄 筒    付           彼    落 着  仕事    日本人 防疫班   場 

外  時 彼    筒 一角   開  見  彼  頭髪 逆立                筒  皆人間 心

臓 入      言   筒十個         白尚武 今年七十一歳  西南街二十六組 住      菫福

林    社 働     十一月   彼    付     隔離所 行  組織的      所作  実質的 

 捕   人 皆殺害  目的            人  隔離所  殺人洞   言   

県城 全面的 封鎖  

七月十二日 防疫班 来  十三日 県城全体 封鎖 開始   四 所 門 堅 閉    交通 遮断  

    道行 人    商店 戸 閉   県城全体 異様 静       一人 病気    一家 不幸 遇

  一家 死人 出   県城全体 封鎖   隔離区域 拡大    

県城 五 所 隔離区 分    更 十何 所  小隔離区 分     周囲 縄 囲  更 鉄網 張

    警察 銃    見張    協和会 青年団 日夜巡回     隔離圏外   監視哨 設      

地域 取 囲 筵  民家 屋根  一丈 高    隔離区 人  監視     住民   隔離圏内  壁 隔

  往来 出来  薪 穀物 受 取  行 以外 門 敷居  一歩 出          親  人 死  隔

離区 出       見       東北街 四十五軒 隔離区 計百六十二日間隔離   三十八人 死亡 

  

        農安県城    撒布

     農安 大賚間    撒布

          細菌戦 

 月中旬 農安県城    患者発生

    農安県城    初発患者死亡

 月 大賚県十八家戸    患者発生

農安     発生   月  日   少数 防疫員       放置状

 月 日   日 腺   患者    菌 採取 防疫研究報告第 部第   号 

     満州国 民生部 防疫隊 派遣

    農安県城 封鎖

    満州日日新聞 農安    現   報道

    新京日日新聞    国都入 一歩前  報道
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    新京    患者発生

    新京    患者死亡

    衢州 県 細菌戦

    関東軍防疫給水部 出動命令

    関東軍臨時   防疫隊 活動開始

     石井部隊 農安防疫派遣命令

     石井部隊 雁部隊  農安 派遣

     長春防疫隊 米沙子 小合隆 双城堡 卡倫 大屯 派遣

     寧波細菌戦

    石井部隊 新京 撤退

    石井部隊 農安 撤退 加藤中佐等残存

     農安    終息

      満州国 防疫県委員会 農安 一部撤退

      満州国 防疫県委員会 農安 完全撤退

結論  

       

 今時流行 統計的 観察  成績 大体従来 満州    常在地帯 於  流行    類似 

   特異 点 認          農安 大賚   農安     流行 起  易  同一     

    媒介  齧歯類                          感受性    高  棲息数 多  
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            盟 東北及     以北地方       満蒙 半沙漠草原 棲息    市街地

  棲息          移動及 繁殖力 非常 強  交通機関 発達    至     棲息  家鼠  

   野鼠     住居跡        屋内居住        常在地 何  地         主        

僅               分布   

      寄生  蚤           大部分         他                稀         

                   他 鼠種  見     

市街地 農村地帯 集落        原因    証明       

春日 谷元  原発性人   発生 直接 伝染源 家住性                   

媒介 行    明       断定     

  満州国内 於      鼠類及蚤 満州国立鄭家屯   調査所 春日忠善 谷元源太朗 大陸医学 号    

 年 

       鼠 生息 家鼠内 波及 人家鼠     鼠 波及        部落   鼠 慢性     

 潜在  次年 流行源   

 農安  予防接種 第 回   月  日    日     全住民  分   行    第 回目 患者多発

地帯住民  月 日   日     第 回目   月  日    日    実施                 

                      接種者     血清殺菌反応検査成績      男性 人 女性 人   

月中旬  月中旬   月  日  回           接種 受      分   

                予防効果 報告 記述       

     完成         細菌戦 必要 両輪 一  欠        

 寧波細菌戦

爆撃等           江北岸駅 財神殿  

        江北岸駅

         霊橋付近 繁華街

           

         海軍 港 封鎖 宣言     鎮海沖封鎖        鎮海攻撃

        城内西南区一帯            

        西南区壕河街 江東 江北一帯

         霊橋

         寧波占領

                空中撒布 開明街 中山東路 北太平路一帯

             患者発生   死亡 死亡者数   名

汚染地区 焼却
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裘為衆 寧波         再調査    名

         市内 患者 

名   日死亡

     走馬塘 寧波南方約

      陳周氏 陳徳友  

 歳 親子     死亡 小

舟 寧波  奉化江 上流

 向   走馬塘 水路 

死亡   後走馬塘 疫病

 発生 村外   所 隔離

所 設置 

       月 孔浦 寧波南

方約    患者  名 泊沙

 名

去月   月 浙江省寧波 発

生           月中 

於 約   名 真性患者 

出 其後漸次奥地蔓延 傾

向 示 最近 情報   

    

昭和  年  月  日

鄞県防疫処工務組埏掩埋隊工作情形
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鄞県防疫処乙部隔離医院女病棟
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  真相 石井細菌戦部隊 

 金華細菌戦

         金華占領 敗戦

    年  月  参謀本部作戦課 於  細菌攻撃 具体的

目標 捜索   金華 細菌攻撃 実施     決定   

      七三一部隊 天皇 陸軍中央      細菌戦 実施

    日本側 記録 見        中国 档安資料  

国民政府 浙贛作戦時     年  持  行        

金華档安館  無      被害者遺族 現      

    日本  衛生情報 第  号 昭和  年  月   衛生情報 第  号 昭和  年 月     歴史資料   

     各地    発生情報 集         中 金華情報 抜 出     

 金華米国系宗教団体  上海共同租界工部局宛至急救援方要請 入電   月  日   月第  週中突如      

発生 報 死者数百    処    一説  
  

東北 蘭溪江 流域 容疑患者 報   

 上海          月  日 金華 於     大流行 死亡者数百 算 加   爆撃   災禍甚  寧波

   金華 飛 火 米国系 大宗教宣教地  米国系宣教師 去 土曜夕刻急報 発  金華救援 要請  

 今朝報道      

 申報   月  日 金華    発生   外紙 報道 英文大美晩報 死者数百 

 紹興民國新報  月 日 金華 鼠 匹 角 買 上  

 東南日報  月  日 金華石門 盤瓏 流行病  名死亡 死後死体 黒斑点 

米国系宣教師 救援要請     買 上  金華南郊外 石門 盤瓏  流行   記録 合   判断  

      年   月初 頃 金華     流行    確      

 惨無人道的細菌戦  浙江文史資料第  号        年末       死者 約    人     
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   流行 原因 考    場合 三 

   

  魚卵状物質 空中散布

容啓栄 浙江   調査報告書  投下物 

検査報告         年   月   日 日本

軍機 金華上空 白煙 撒   記録   

   白煙 見         陰性桿菌

    桿菌  入   魚卵様 半透明 粘

性   細     直径約          

溪下街 溪灘 五百灘  上空 白煙    時

間漂  南郊外五里牌 広合順皮革工場付近 降下  工場 職員 衣服 付着   衢州 寧波 日本軍機  

     散布       金華 場合  肺    流行 目的    考         顆粒 一種 培養基  

雨 降  溶  地面    菌 残  晴   塵 埃    舞 上      人 吸入   肺    罹 

   可能  推測     

        空中散布

新華日報  投書 転載  人民日報             日本軍機     年後半  大橋 通済大橋  付近 泥 

詰   麻袋 投下   袋 破     現  間   金華     発生    内容          効果略

算表   金華細菌戦 記載        誤報       

  伝播

衢州 衢県        年  月 日 細菌戦 実施     月  日      流行 始    衢州  金華 

浙贛鉄道 結      距離      衢州  金華     伝播     十分   得  

中支那防疫給水部 近喰秀大元軍医  戦後 発表  論文 鼠族    菌 対  感受性 就 第  報  昭

和医学会雑誌    年  月   当実験地域 金華  昭和  年夏季  昭和  年春季       流行   死

亡者    名    出          記述     

     当実験地 義烏    第  実験地金華 同時
  

季     流行      記述     義烏    

流行     年 月        上記 流行期間 符合     

 鼠族    菌 対  感受性 就  第 報 第 表 一部

    鼠族    菌 対  感受性 就 第  報  医学 生物学     年  月      実験 金華周辺 於 
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    防疫作業 従事中 昭和  年  月  日 昭和  年 月   日  行    記述     

      金華   回 大規模    流行          

    年  月初 頃 金華     大流行 死者数百名

昭和   年夏季  昭和  年春季 死亡者    名   

昭和   年   月 日 昭和  年 月   日

    年末 死亡   人 浙江文史資料第  輯 鉄証 

台湾義勇隊台湾医院


